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非行のない
明るい遠賀町を
つくりましょう

オ　ア　シ　ス運動をみんなで進めま　し　ょ　う

作
文
・
ボ
ス
タ
、
†

オ
ア
シ
ス
運
動
に
つ
い
て

6
年
　
安
　
藤
　
有
希
子

み
な
さ
ん
は
、
い
つ
も
「
お
は
よ
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
と
は
っ
き
り
あ
い
さ

つ
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

と
き
ど
さ
は
す
か
し
く
て
い
え
な
い
と

き
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
と
き

は
な
ん
だ
か
い
や
な
気
分
に
は
る
の
で

す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
考
え
て

み
る
と
、
人
と
す
れ
ち
か
っ
て
、
知
ら

な
い
ふ
り
を
す
る
の
は
、
た
い
へ
ん
失

礼
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
バ
ス
の
中
で
か
さ
が
あ
っ
た

り
、
先
に
通
し
て
も
ら
う
と
き
も
で

す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
「
お
は
よ
う
」

「
す
み
ま
せ
ん
」
な
ど
あ
い
さ
つ
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
私
の
良
心

が
い
た
む
の
で
し
ょ
う
。

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
い
う
撃
は
、
相

手
の
身
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
な
に
か
な
や
ん
で
い
ろ
人

に
、
「
お
は
よ
う
、
元
気
。
」
と
声
を
か

け
て
あ
げ
た
ら
、
そ
の
人
が
ス
ッ
キ
リ

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

道
徳
で
勉
強
し
た
、
「
言
葉
の
真
実
」

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
話
に

は
、
「
あ
い
さ
つ
を
し
て
人
と
人
と
が

心
を
通
じ
あ
い
、
や
わ
ら
ぎ
あ
っ
て
、

そ
の
場
の
空
気
を
明
る
く
し
、
明
る
い

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
。
」
と
蜜
か
れ
て

あ
り
ま
し
た
。
私
も
同
感
で
す
。
あ
い

さ
つ
で
社
会
を
明
る
く
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
私
達
子
供
に
も
で
き
ま
す
し
、

い
ち
ば
ん
身
近
な
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
こ
と
は
、
人
の

心
も
明
る
く
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
塙

か
ら
オ
ア
シ
ス
運
動
は
、
も
っ
と
も
っ

と
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
明

日
に
で
も
み
ん
な
が
明
る
く
あ
い
さ
つ

を
し
て
い
る
光
景
が
見
ら
れ
る
よ
う

私
も
今
度
か
ら
大
き
な
声
で
、
ハ
キ

ハ
キ
と
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
と
思
い
ま

す。

毎
月
1
5
日
は
「
環
境
浄
化
の
日
」

毎
月
第
三
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」

6
年
　
菅
美
由
紀

5
年
　
井
口
め
ぐ
み
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I

I
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今
　
古
　
賀
　
の
　
義
　
人

そ
の
年
は
一
段
と
凶
作
が
は
げ
し
く
て
、
ど
の
家
も

充
分
に
食
糧
を
保
存
す
る
ほ
ど
米
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
o

困
っ
た
村
の
人
た
ち
は
、
年
貢
を
納
め
る
こ
と
を
ゆ

る
し
て
も
ら
う
た
め
に
「
田
圃
も
畑
も
全
く
お
米
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
年
貢
を
お
ゆ
る
し
く
だ
さ
い
。
」
と
お
上

み
に
申
し
出
ま
し
た
。

そ
こ
で
検
兄
の
た
め
、
お
役
人
が
来
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

村
で
は
一
束
の
稲
も
見
つ
か
っ
て
は
大
変
で
す
か

ら
、
苦
心
し
て
稲
を
か
く
し
ま
し
た
。
そ
し
て
検
兄
の

役
人
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
そ
の
日
が
来
て
、
村
人
た
ち
は
び
く
び
く

し
て
い
ま
し
た
。
役
人
た
ち
は
、
家
の
中
や
土
蔵
の
中

い
な
や
の
中
と
す
み
す
み
ま
で
調
べ
て
回
り
ま
し
た

が
、
そ
こ
に
は
一
束
の
謡
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
面
の
田
圃
を
見
て
回
る
こ
と
に
し
て
、

（
版
画
　
片
山
正
信
）

最
後
に
見
て
回
っ
た
土
手
添
い
の
畑
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、
刈
り
株
を
見
つ
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
陸
稲
と
い
っ
て
、
昔
は
田
圃
だ
け
で
な
く
、
畑
に
も
稲
を
砥
え
て
、
洪
水
な
ど

の
時
の
食
称
と
し
て
備
え
た
も
の
で
し
た
。

検
兄
の
役
人
た
ち
は
大
い
に
怒
っ
て
、
引
き
あ
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
は
免
租
ど
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

組
頭
の
柴
田
次
左
補
間
、
林
総
右
衛
門
の
二
人
は
、
役
人
の
後
を
宗
像
ま
で
追
っ
て
、

一
株
の
稲
で
も
見
付
け
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
田
圃
は
ど
こ
も
不
作
で
、
稀
釈
ど
こ
ろ
か

軍
も
見
え
な
い
ほ
ど
の
凶
作
で
し
た
。

再
度
お
ゆ
る
し
を
願
い
出
ま
し
た
が
、
聞
き
入
れ
る
ど

こ
ろ
か
無
惨
に
も
、
二
人
を
打
ち
首
に
し
て
し
ま
い
ま

した。今
か
ら
三
百
二
十
年
も
背
の
寛
文
三
年
、
今
古
賀
村

で
の
出
来
ご
と
で
す
。

村
の
人
々
は
、
こ
の
二
人
の
勇
敢
な
心
と
、
村
の
犠

牲
に
な
っ
た
そ
の
労
苦
を
と
む
ら
う
た
め
、
義
人
碑
を

建
て
、
毎
年
そ
の
忌
日
に
は
侠
謎
が
な
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。
そ
れ
は
今
後
も
集
落
の
あ
る
間
は
つ
づ
け
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
無
惨
な
こ
と
に
絡
ら
ま
る
い
い
つ
た
え
が
あ

り
ま
す
。

今
古
賀
で
は
操
り
芝
居
の
興
業
を
す
る
と
、
人
形
の

首
が
と
ん
で
血
を
見
る
と
い
わ
れ
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

義
人
碑
は
、
今
古
賀
の
宝
樹
庵
と
い
う
お
寺
に
あ
り

ます。

（
間
谷
　
高
）

トンゼレプるさてに私は血献
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あ
龍
だ
あ
い
か
が
で
す
か

蒜
の
⑳
…
蜜
㈱
饗

☆
次
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
た
だ
今
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
☆

☆
希
基
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
余
暇
を
有
効
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。
☆

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

地
域
・
職
域
で
レ
ク
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
て
く
れ
る
若
者
を
待

っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
い
っ
し
ょ
に

勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
、
第
三
月
曜
日

さ
つ
き
愛
好
会

こ
の
会
は
遠
賀
町
内
の
さ
つ
き
愛
好

者
の
集
ま
り
で
す
。

あ
な
た
も
さ
つ
き
を
育
て
て
み
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
い
た
し

ます。
▽
例
会
日
　
奇
数
月
の
第
二
日
曜
日

▽
時
　
間
　
1
4
時
－

▽
場
　
所
　
各
会
貝
宅

▽
会
　
費
　
年
三
千
円

▽
対
象
者
　
町
内
の
さ
つ
き
愛
好
者

▽
会
　
長
　
茂
木
　
芳
賀
和
夫

▽
郊
務
居
　
士
別
府
　
高
　
敏
脇

㊨

（

2

9

3

）

2

9

9

7

煎
　
茶
・
拝
　
察

∧
小
笠
原
流
∨
　
＜
表
千
家
V

▽
例
会
日
　
火
曜
日
（
月
三
回
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
－
1
5
時

▽
掲
　
所
　
中
央
公
民
館
茶
室

▽
申
込
先
　
鬼
　
津
　
半
田
留
美
子

㊨

（

2

9

3

）

4

5

2

5

卓
球
ク
ラ
ブ

初
心
者
の
万
、
多
数
入
部
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
練
習
日
・
場
所

諜
）
広
渡
小
義
体
育
館

▽
時
　
間
　
1
9
時
0
0
分
－
2
1
時
5
0
分

▽
対
　
象
　
中
学
生
以
上

▽
入
会
金
　
五
百
円

▽
会
　
費
　
月
三
百
円

▽
会
員
数
　
三
十
玉
名

▽
申
込
先
　
宙
接
会
場
に
お
い
で
く
だ

さい。

▽
時
　
間
　
1
9
腺
∵
－
2
1
時

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
会
　
費
　
二
千
四
百
円
（
年
会
費
）

▽
申
込
先
　
役
場
内
　
田
中
幸
男

箇

（

2

9

3

）

1

2

3

4

1
0
月
か
ら
の
例
会
と
行
事
（
　
）
計
画

1
0
月
（
社
交
ダ
ン
ス
離
習
会
）

4
日
・
鳩
目
社
交
ダ
ン
ス

n
月
（
社
交
ダ
ン
ス
請
習
会
・
町
民
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
）

1
日
・
1
5
日
社
交
ダ
ン
ス

職
月
6
日
・
2
1
日
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
歌

・
ゲ
ー
ム
・
ダ
ン
ス

1
月
　
そ
の
他
の
レ
ク

2
月
（
野
外
一
泊
研
修
）

7
日
・
2
1
日
・
歌
ゲ
ー
ム
・
ダ
ン
ス

3
月
7
日
・
2
8
日
年
間
の
反
省
・
総
会

郷
土
文
化
研
究
会

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
心
ひ
か

れ
る
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
行
事
と
し
て
は
、
町
内

や
近
郊
の
遡
跡
巡
り
や
調
査
、
さ

ら
に
発
表
会
等
を
随
時
行
い
ま

す。▽
会
　
費
　
年
間
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
虫
佐
津
　
富
野
千
年

㊨

（

2

9

3

）

0

4

2

5

民
　
謡
　
教
　
室

＜
日
本
郷
土
民
謡
協
会
　
謙
永
会
遠

費
支
部
∨

民
謡
の
好
き
な
方
、
ど
な
た
で
も
歓

迎
し
ま
す
。
尺
八
、
三
味
線
、
太
鼓
も

紹
介
し
ま
す
。

▽
稽
古
日
　
木
間
口

▽
時
　
間
　
1
9
時
－
2
1
時

▽
場
∴
所
　
公
民
館
別
館
大
広
間

▽
会
　
赦
　
二
千
五
百
円

▽
会
員
数
　
十
名

▽
申
込
先
　
中
　
央
　
川
村
利
率

㊨

（

2

9

3

）

3

6

6

4

吹
奏
楽
団
員
募
集

背
少
年
育
成
町
民
会
翻
文
化
活
動
の

一
環
と
し
て
小
・
中
学
生
を
対
象
に
し

た
吹
美
楽
団
を
籍
成
し
、
毎
週
土
曜
日

の
牛
後
2
時
か
ら
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
練
習
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
新
た
に
高
校
生
も
対
象
に
致
し
ま

す
の
で
、
町
内
の
高
校
生
の
入
団
を
お

待
ち
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
、
ま
た
は
面
接
会
場
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

部
員
が
少
な
い
の
で
、
初
心
者
、
中

学
・
高
校
で
経
験
の
あ
る
方
、
大
歓
迎

し
ま
す
。

▽
練
習
日
　
木
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
特
訓
分
～
2
1
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
部
員
数
　
男
8
名
　
女
4
名

▽
申
込
先
　
面
接
会
場
に
お
い
で
く
だ

さい。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

∧
遠
賀
ク
ラ
ブ
∨

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
好
き
な
人
、
や
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
？
。
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し

ま
し
ょ
う
。
さ
わ
や
か
な
汗
が
気
持
ち

い
い
で
す
よ
。
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

青
年
・
一
般
男
子
、
青
年
女
子

▽
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日
・
土
曜
日

▽
時
∴
間
　
1
9
時
～
2
1
時
5
0
分

一
般
女
子
（
マ
マ
）

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時
0
0
分

▽
申
込
先
　
密
接
会
場
に
お
い
で
い
た

だ
く
か
、
宮
原
㊨
（
2
9

3
）
3
1
3
1
ま
で
。
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琴
・
三
味
線
同
好
会

毎
週
火
曜
日
の
夕
べ
を
、
美
し
い
旋

律
の
中
で
豊
か
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

お
琴
と
三
味
線
が
あ
な
た
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
稽
古
日
　
毎
週
　
火
同
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
申
込
先
　
役
輯
内
　
古
田
優
子

衝
（
2
9
3
）
1
2
3
4

詩
　
吟
　
∧
関
心
流
＞

秋
の
夜
長
を
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で

吟
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
稽
古
日
　
毎
週
火
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
0
0
分
～
2
1
時
3
0
分

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
指
　
導
　
花
田
実
測

▽
会
　
費
　
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
中
　
央
　
高
尾
ト
シ
千

穂
（
2
9
3
）
3
8
8
0

弓
　
道
　
部

経
験
者
ま
た
は
、
弓
道
を
始
め
た
い

大
多
数
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▽
練
習
日
　
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
時
　
間
　
1
8
時
－
2
1
時

▽
場
　
所
　
芦
屋
弓
道
楊

▽
対
　
象
　
町
内
在
住
、
在
勤
者

▽
会
員
数
　
十
五
名

▽
申
込
先
　
東
和
苑
　
池
田
紀
元

舘

（

2

9

3

）

4

1

1

9

遠
　
賀
　
山
　
友
　
会

山
に
挑
み
、
自
然
を
求
め
て
窓
欲
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

心
身
と
も
に
健
全
な
背
少
年
の
育
成

を
目
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
次
の
と
お
り
空
手
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
貝
を
募
楽
し
ま
ず
。

▽
練
習
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
　
象

▽
指
導
者

▽
申
込
先

毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日

1
9
時
～
2
0
時
5
0
分

第
一
武
道
娼

町
内
在
住
の
小
学
生
及
び

中
学
生
に
限
る
。

蛮
秀
会
絵
本
蔀
道
場
の
有

段
者

教
育
委
貝
会
内
　
半
田

舘

（

2

9

3

）

1

3

5

5

春
…
・
・
・
福
智
山
々
開
き
カ
ン
ト
リ
ー
レ

ー
ス
出
場
、
新
入
会
員
歓
迎
キ
ャ
ン

プ
、
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
、
バ
ス
ハ
イ

ク
、
北
ア
ル
プ
ス
登
山

憂
…
！
家
族
キ
ャ
ン
プ
、
沢
登
り
、
岩

登
り
、
ア
ル
プ
ス
登
山

秋
…
…
基
礎
技
術
合
宿
、
パ
ス
ハ
イ
ク

紅
葉
登
山
、
観
月
キ
ャ
ン
プ

冬
…
…
バ
ス
ハ
イ
ク
、
冬
山
技
術
合
宿

ス
キ
ー
、
北
ア
ル
プ
ス
登
山

▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
・
第
三
木
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時
0
0
分

▽
揚
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
会
　
寅
　
月
三
百
円

▽
会
貝
数
　
三
十
二
名

▽
申
込
先
　
虫
生
津
　
石
田
妙
子

舘
（
2
9
3
）
3
0
0
9

民
　
田
　
教
　
室

＜
若
宮
会
浅
木
支
部
∨

あ
な
た
も
一
緒
に
、
民
謡
を
唄
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

大
人
の
部

リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
教
室

▽
期
　
間
　
卯
年
1
0
月
～
5
0
年
3
月

1
0
月
2
2
日
か
ら
毎
週
金
曜

日

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
会
　
費
　
月
二
千
円

▽
材
料
費
　
実
費

▽
塊
行
品
　
ハ
サ
ミ

▽
締
切
日
　
1
0
月
柳
日
（
水
）
ま
で

▽
申
込
先
　
木
　
守
　
小
川
節
子

㊨

（

2

9

3

）

2

1

0

7

軟
式
テ
ニ
ス
部

あ
な
た
も
テ
ニ
ス
を
始
め
ま
せ
ん
か

経
験
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
の
入
部
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

∇
稽
古
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
会
　
費

▽
会
員
数

子
供
の
部

火
曜
日
（
月
三
回
）

幼
時
～
織
時

浅
木
公
民
館

二
千
円

十
八
名
－

（
小
学
生
以
上
）

▽
稽
古
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
会
　
費

▽
会
員
数

▽
申
込
先

金
曜
日
（
月
三
回
）

1
7
時
1
8
時

浅
木
公
民
館

千
三
百
円

九
名

浅
　
木
　
田
申
豊
彦

越
（
2
9
3
）
2
6
0
3

▽
練
習
日
・
時
間

土
曜
日
－
1
5
時
～

日
曜
日
1
1
3
時
～

▽
場
　
所
　
役
場
前
広
場

▽
対
　
象
　
1
8
歳
以
上
の
男
女

▽
申
込
先
　
画
撲
練
習
場
か
、
木
　
守

小
用
和
明
　
舘
話
（
2
9

3

）

0

1

6

6

・

5

8

6

マ
マ
さ
ん
の
部

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
　
役
場
前
広
場
・
松
ノ
木
コ

▽
申
込
先
　
東
和
苑
∴
森
園
美
恵

認

（

2

9

3

）

3

6

4

4

婦
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
遊
動
不
足
に
よ
る
肥
満

の
解
消
等
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
例
会
日
　
毎
週
水
曜
日

▽
時
　
間
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
内
　
容
　
柔
軟
体
操
、
レ
ク
ダ
ン
ス

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

▽
会
　
費
　
千
円

▽
申
込
先
　
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ

さい。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
誰
に
で
も
手
軽

に
は
じ
め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ス
マ
ー
ト
に
な
り
た
い
方
、
体
力
を

維
持
し
た
い
方
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

発
散
さ
せ
た
い
方
、
一
度
練
習
を
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
釦
分
～
2
1
時
釦
分

▽
場
　
所
　
浅
木
小
学
校
体
育
館

▽
会
　
費
　
月
千
円

▽
申
込
先
　
浅
　
木
　
広
瀬
勇
夫

㊨

（

2

9

3

）

2

1

6

5
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ミ1日1円　の　交　通　共　済、に　加　入　し　ま　し　ょ　う

少
年
相
撲
大
会
を

開
催
し
ま
す

町
内
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
次
の

と
お
り
相
撲
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
主
　
催
　
教
育
委
員
会

▽
主
　
管
　
遠
賀
町
相
挨
連
盟

▽
日
　
時
　
昭
和
約
月
同
月
1
7
日
（
日
）

受
付
9
時
5
0
分

開
会
式
1
0
時

▽
場
∴
所
　
木
守
区
相
撲
場

▽
試
　
合
　
。
団
体
戦
（
小
・
中
別
）

。
個
人
戦
（
学
年
別
）

▽
選
手
構
成
（
団
体
戦
）
　
小
学
生
は

一
年
～
六
年
ま
で
各
一
名

中
学
生
は
一
チ
ー
ム
三
名

で
学
年
は
問
わ
な
い

詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会

㊨
（
2
9
3
）
宣
3
5
5
へ
ど
う
ぞ
。

児
董
図
密
室
で
は
、
現
在
利
用
者
も

多
く
、
常
時
二
百
冊
か
ら
三
百
冊
の
本

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
本
に

親
し
ん
で
も
ら
い
、
健
全
で
情
操
豊
か

な
子
に
な
る
よ
う
〝
子
ど
も
の
読
替
を

考
え
る
母
親
の
会
〟
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
の
で
、
子
ど
も
の
読
書
に
関
心
が
あ

り
、
勉
強
を
し
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る

お
母
さ
ん
方
は
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い。

開
催
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
開
催
日
　
毎
月
第
一
火
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
－
正
午
ま
で

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
児
童
図
書
室

▽
間
合
先
　
舘
（
2
9
3
）
1
3
5
5

内
線
3
2
7

「
別
府
」
優
勝
／

第
1
0
回
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
の
成
績

9
月
1
2
日
、
遠
賀
中
・
広
波

小
舎
グ
ラ
ン
ド
で
第
1
0
回
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
2
1
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
、
開
催
さ
れ
ま

した。当
日
は
強
風
で
悪
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
各
チ
ー
ム

と
も
随
所
に
好
プ
レ
ー
が
見
ら

れ
、
別
府
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
の

み
な
さ
ん
へ

芦

屋

基

地

開

庁

記

念

行

事

の

案

内

航
空
自
衛
隊
芦
屋
整
地
は
、
韮
地
関
　
　
　
　
　
　
行
磨
）

庁
二
十
二
周
年
を
記
念
し
て
基
地
を
関
　
▽
内
　
密
∴
触
開
式
、
祝
賀
飛
行
、
救

放
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
1
0
月
3
1
日
（
日
）

9
時
－
∴
軸
時
（
基
地
開
放
）

難
展
示
、
西
空
音
楽
隊
ド

リ
ル
、
ラ
ジ
コ
ン
展
示
、

航
空
機
等
地
上
展
示
、
そ

1
0
時
～
1
3
時
0
0
分
（
記
念
　
　
　
　
　
　
の
他

福
岡
県
身
体
陣
智
者
結
婚
相
談
所
で

は
、
本
年
度
第
2
回
「
申
込
者
の
つ
ど

い
」
　
（
集
団
見
合
）
を
次
の
よ
う
に
実

施
し
ま
す
。

織
姫
希
望
者
は
、
遠
賀
町
身
体
障
害

者
会
々
長
矢
野
速
姓
氏
宅
舘
（
2
9
3

）
0
2
5
5
ま
た
は
、
身
体
障
害
者
相

談
員
堂
福
富
一
氏
宅
㊨
（
2
9
3
）
0

3
8
0
に
的
込
番
が
あ
り
ま
す
の
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

∇
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
Ⅱ
月
7
日
（
H
J

1
0
時
約
分
か
ら

▽
場
　
所
　
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
　
福
間
市
中
央
区
六
本

松
1
丁
目
2
の
2
2

立
参
加
費
　
無
料

一
＼
申
込
み
に
用
慈
す
る
も
の

○
申
込
謹
　
○
住
民
票
一
週
（
再
婚

者
は
戸
籍
踏
本
」
通
）
　
○
田
鑑

○
写
実
2
枚

∇
申
込
期
限
　
1
0
月
2
5
日
ま
で

●
○
●
○
●
〇
〇
〇
●
○

参
加
者
受
付
中

広
渡
公
民
館
囲
碁
ク
ラ
ブ
主

催
に
よ
る
、
第
9
回
遠
卸
町
肉

閉
塞
大
会
を
次
の
よ
う
に
開
催

し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
　
時
∴
昭
和
お
年
1
0
月
2
4

8
時
5
0
分
集
合

▽
賜
∴
所
　
広
渡
公
民
館

▽
資
　
格
　
町
内
在
住
、

者

▽
会
　
費
　
千
五
百
円

（
中
食
代
金
）

▽
申
　
込
∴
日
月
2
0
日
ま
で
に

住
所
氏
名
・
砥
話

番
号
・
自
称
段
級

位
を
申
込
先
ま
で

▽
申
込
光
　
広
波
　
垂
広
　
新

㊧
（
2
9
3
）
2

な
お
、
中
食
等
の
準
機
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
込
み
と
同
時

●
入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

○●
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
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1日赤十字日経表

実施項目 �時　　　間i 

携　　　＿演 �10 11 �00－－11 00－－12 �00 －00 

救∴∴忍　　法 �10 13 �30」12 00－14 �00 00 

譲　　渡 ガンの見つけ方 �9：00ー9：45 

血液による 館i康∴衛理 � 

映　　画 人　形　劇 � 

親切、ていねい、迅速な窓口をめざして

口をめざして」の統一テーマ

の下に、10月17日から「行政

相談週間」が始まります。こ

の機会にあなたの生活と行政

をつなぐパイプをより太くす

るため、行政相談業務への理

解を深め、気軽に利用してみ

ませんか。

＞日時　昭和57年10月25円（月）

10時－15時

＞場所　公民館別館

あなたの生活と行政をつな

ぐパイプ、それが行政相談業

務です。あなたが持っていろ

行政への苦情や要望を聞き、

解決を図ってくれろのが、行

政相談委員（遠賀町は、石橋

多七氏　広波）です。今年も

「親切、ていねい、迅速な窓

印鑑登録証（印鑑手帳）は重要書類です。紛失しないよう注意しましょう。

一
日
赤
十
字
で

健
康
管
理
を
／

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
で
は
、

み
な
さ
ん
の
健
康
増
進
、
疾
病
の
予
防

を
目
的
と
し
た
「
一
日
赤
十
字
」
を
岡

垣
町
で
開
催
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
7
年
1
0
月
1
7
日
（
日
）

9
時
～
1
5
時
ま
で
－

▽
場
　
所
　
岡
垣
町
中
央
公
民
館

（青木）

▽
料
　
金
　
無
料

育
児
に
関
す
る
医
旗
相
談
や
成
人
病

の
食
恕
嬢
法
、
ガ
ン
の
見
つ
け
方
に
つ

い
て
の
講
演
、
家
庭
看
護
法
、
そ
の
他

血
液
検
査
や
人
形
劇
な
ど
が
あ
り
ま

す。

県
民
火
災
共
済
（
消
防
共
済
）
加
入
の
お
勧
め

こ
の
機

会
を
利
用

し
て
、
自

分
自
身
の

健
康
管
理

を
行
っ
て

く
だ
　
さ

い。

電
話
加
入
権
を
公
売

遠
賀
町
で
は
、
砥
藷
加
入
権
の

公
売
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

∇
目
　
時
　
1
0
月
2
2
日
（
金
）

1
0
時

▽
場
　
所
　
役
場
第
二
会
談
室

∇
公
売
数
患
　
璃
話
加
入
権
二
台

▽
公
売
方
法
　
入
札
（
印
鑑
持
参
）

油
断
し
て
ま
せ
ん
か
9
・

見
え
な
い
蒔
気
に

懲
気
は
、
私
達
の

毎
日
の
生
活
に
と
っ

て
水
や
空
気
と
同
じ

よ
う
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で

す
。
こ
の
態
気
を
正
し
く
安
全
に
使
え

ば
、
こ
ん
な
に
便
利
な
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
便
利
な
偶
気
の

取
扱
い
を
少
し
で
も
誤
る
と
感
筏
や
火

災
郵
政
を
招
き
ま
す
。
次
の
よ
う
な
点

に
注
意
し
、
便
利
な
感
気
を
正
し
く
安

県
下
の
消
防
団
貝
が
奉
仕
を
も
っ
て
一
世
詩
一
加
入
を
目
標
に
ご
加
入
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
の
で
、
県
民
火
災
共
済
へ
加
入
し
、
安
定
し
た
家
庭
を

築
き
ま
し
ょ
う
。

県
民
火
災
共
済
は
、
不
時
の
火
災
に
よ
る
災
害
を
県
民
が
お
互
い
に
助
け

あ
う
制
度
で
す
。

其
済
掛
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

最
低
二
日
で
専
用
住
宅
千
五
百
円
、
　
　
共
済
物
件

店
舗
併
用
住
宅
二
千
六
百
円
（
契
約
金
　
　
自
己
の
所
有
す
る
建
物
及
び
動
産
、

額
、
百
万
円
）
以
下
一
口
こ
と
に
掛
金
∴
嵩
し
、
i
夜
間
無
人
と
な
る
建
物
、
不

は
各
々
七
百
五
十
円
、
千
三
百
円
を
加
　
法
建
物
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
詳

算
（
契
約
金
額
は
一
口
に
つ
き
五
十
万
　
細
は
遠
賀
町
役
揚
庶
務
課
へ
お
問
い
合

田
増
）
し
最
高
十
六
口
ま
で
加
入
で
き
　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
に
使
う
よ
う
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

注
意
事
項

・
感
箇
疎
放
や
漏
稲
火
災
を
隙
く
た

め
、
漏
穏
し
ゃ
断
器
を
取
り
付
け
ま
し

よ
こ
ノ
o

・
沈
澱
機
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
水
気
や
湿

気
の
多
い
場
所
で
使
う
脂
気
器
具
は
、

必
ず
ア
ー
ス
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
勉
灯
線
や
一
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

の
タ
コ
足
配
線
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
ヒ
ュ
ー
ズ
が
と
ん
だ
と
い
っ
て
、
針

金
や
規
定
以
上
の
ヒ
ュ
ー
ズ
を
取
り
付

け
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

・
コ
ー
ド
を
、
ソ
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
は
ず
す
の
に
無
理
や
り
コ
ー
ド

を
引
っ
張
っ
た
り
す
る
と
、
接
続
部
が

伸
び
シ
ョ
ー
ト
や
漏
笹
の
原
因
に
な
り

ま
す
か
ら
、
差
込
み
を
持
っ
て
は
ず
し

ま
し
ょ
う
。

・
ぬ
れ
た
手
で
、
蒋
気
器
具
は
扱
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
洗
濯
機
は
、

風
呂
場
に
撞
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

管
内
火
災
・
救
急
件
数

1
月
か
ら
8
月
ま
で

擁
壁
水
青
雲
昇

五
十
三
i
吉

田
一
因
国
目
蓋
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嚢藁蓑襲憂鬱鬱愛護

中央（広渡1005番地の35）　松ノ本（広漠299番地の45）
とら∴ひろ

田　中　智清くん

（慧学さんの三男）
昭和56年10月14日生

生まれた時は2150gとオ

チビさんでした。朝起きて

眠るまでeマンマ、マンマ

、と言っています。落ちて
いろ物は何でも口の中へ。

お兄ちゃんにまけない食べ

っぷりです。

鈴木　晋平くん

（責巽さんの瑚）
昭和56年10月20日生

ポク、甘いものが嫌いな

んです。一番好きなのは、

奈良預け。少し食べると、
顔が赤くなっていい気持
ち。それにお父さんがピー
ルを飲むと、ポクもうじっ

としていられないんです。

健　康　保　険　診　療　は　有　効　に　受　け　ま　し　ょ　う

旧
鯨
鰹
衛
圃
盤
の
織
り
｝
　
謬

鰻
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

▽
期
　
間
　
1
0
月
1
8
日
～
n
月
2
0
日

▽
場
　
所
　
町
内
の
医
院
（
申
開
市
、

遠
賀
郡
内
の
医
院
、
病
院

で
も
可
）

▽
時
　
間
　
各
医
院
、
病
院
の
診
療
晴

山
関
内

▽
対
象
者
　
3
歳
以
上
の
希
望
者

▽
接
理
方
法
一
週
間
か
ら
四
週
間
の

間
隔
を
お
い
て
二
回
接
種

▽
料
　
金
o
3
歳
～
中
学
生
以
下
は
無

媒
民
税
が
均
等
割
額
以
下
の
世
帯
の

人
は
無
料
用
の
問
診
票
を
罷
布
致
し

ま
す
の
で
、
役
場
に
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
記
以
外
の
人
は
問
診
票

を
各
医
院
に
お
い
て
い
ま
す
。

三
　
種
　
混
　
合

▽
接
種
日
　
的
月
2
9
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
謡
　
1
3
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
飽

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
9
月
2
5

日
号
の
九
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
1
0
月
同
日
は
目
の
愛
護
デ
ー

ゴ
ミ
が
入
っ
た
と
き
の

応

急

処

置

▽
期
　
日
　
1
0
月
1
8
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
か
ら
1
0
時
0
0
分

の
間
に
お
い
で
く
だ
さ
い

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
生
後
0
～
6
ヵ
月
児

∇
持
参
品
　
母
子
手
脹

▽
内
∴
容
　
体
重
、
身
長
等
の
測
定
、

離
乳
食
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料

料1
5
線
以
上
は
一
回
に
つ
き

七
百
円

印
鑑
、
料
金

朝
の
体
温
を
必
ず
計
っ
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
診
票
の
配
布

3
歳
～
中
学
生
以
下
、
生
保
及
び
町

目
は
か
ら
だ
の
な
か
で
も
、
い

ち
ば
ん
神
経
の
過
敏
な
と
こ
ろ
で

す
。
こ
く
小
さ
な
ゴ
ミ
が
目
に
入

っ
て
も
、
思
わ
ず
こ
す
り
か
ら

で
、
そ
の
た
め
粘
膜
に
傷
を
つ
け

た
り
、
炎
症
を
起
こ
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
同
月
的
日
は

「
目
の
愛
護
デ
ー
」
で
す
。
目
に

ゴ
ミ
が
は
い
っ
た
と
き
の
応
急
処

置
は
次
の
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い。

∧
涙
で
洗
い
流
す
∨

絶
対
に
目
を
こ
す
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
目
を
閉
じ
て
、
涙
と
い

っ
し
ょ
に
自
然
に
流
す
よ
う
に
す

る
。
涙
が
あ
ま
り
で
な
い
よ
う
な

と
き
は
、
目
を
閉
じ
た
ま
ま
上
ま

ぶ
た
を
表
が
え
し
し
て
、
き
れ
い

な
ハ
ン
カ
チ
か
、
ガ
ー
ゼ
な
ど
を

ぬ
ら
し
て
、
そ
っ
と
な
で
る
と
流

〝亀f千・・・・、

し
涙
で
と
れ
ま
す
。

も
し
、
そ
れ
で
も
と
れ
な
い
と

き
は
、
洗
面
器
に
き
れ
い
な
水
を

流
し
な
が
ら
、
目
を
パ
チ
パ
テ
さ

せ
る
と
、
た
い
て
い
の
ゴ
ミ
は
と

れ
る
も
の
で
す
。

∧
洗
眼
し
て
も
と
れ
な
い
と
き
∨

ゴ
ミ
が
上
ま
ぶ
た
に
あ
る
と
き

は
、
上
ま
ぶ
た
を
つ
ま
ん
で
下
の

ま
ぶ
た
に
重
ね
ろ
よ
う
に
す
る

と
、
下
の
ま
ぶ
た
の
ま
つ
げ
に
ゴ

ミ
が
移
っ
て
と
れ
ま
す
。

そ
の
と
き
は
必
ず
洗
眼
を
し
、

手
を
よ
く
洗
っ
て
か
ら
処
置
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

＜
薬
品
や
洗
剤
が

は
い
っ
た
と
き
∨

液
体
ガ
ス
や
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
、

薬
品
な
ど
が
目
に
は
い
る
と
角
膜

が
お
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す。
ま
ず
眼
科
に
行
く
ま
え
に
、
き

れ
い
な
水
で
薬
品
を
洗
い
流
す
こ

と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

∧
目
を
突
い
た
と
き
∨

草
木
の
先
や
紙
の
端
で
目
を
つ

い
た
と
き
は
、
す
ぐ
眼
科
医
の
診

察
を
受
け
て
、
炎
症
が
起
き
る
の

を
防
い
で
く
だ
さ
い
。



第300号（9）℡四西の餅

▽　▽　▽　▽

科揚時期

金所同　日
i　　　骨折部の固定

i　　骨折した部分i固定する塙所

i　腕から先の部分；二の腕の中央から撥まで

ひじ、二の腕；肩から手首まで

すねから先の部分　高もの中央から指先まで

ひざ、もも∴∴日脚から足首まで

腕の固定

不要犬、不要猫の引き振りは遠賀保健所　⑫（201）4161へどうぞ

二

∇
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

1
0
月
2
6
日
（
火
）

9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

役
楊
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

新
生
児
の
扱
い
方
、
入
浴

指
導
、
母
子
手
帳
交
付

無
料

百
円
が
必
要
で
す
。

▽
そ
の
他
　
不
用
犬
の
引
取
り
も
行
い

ます。

応
急
手
当
て
の
知
識
④

骨
折

高
い
所
か
ら
落
ち
た
り
、
交
通
尊

敬
な
ど
で
強
い
衝
磐
を
受
け
る
と
、

骨
が
折
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
衝
撃
を
受
け
た
部
分
や
そ
の
周

辺
が
ひ
ど
く
痛
む
と
き
は
、
一
応
、

骨
折
を
疑
っ
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま

す。
骨
が
折
れ
て
い
る
と
、
次
の
よ
う

な
変
化
が
表
れ
ま
す
。

∧
骨
折
の
と
き
の
状
態
V

全
身
…
・
脈
拍
が
弱
く
な
る
／
脈

拍
の
数
が
増
え
る
／
呼
吸
が
困
難
に

な
る柵

折
部
分
…
！
は
れ
る
／
変
形
す

る
／
皮
膚
の
色
が
変
わ
っ
て
く
る
／

動
か
し
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
と
痛

～
－
…
－
－
．
．
．
▲
【
’
－
－
r
 
i
－
－
…
…
．
し
′
ヽ
r
’
葛
”
…
－
－
…
：
・
＿
‘
′
○
○

む
／
動
か
せ
な
い
／
骨
が
外
に
飛
び

出
し
て
い
る

∧
骨
折
の
応
急
手
当
∨

骨
折
を
大
き
く
分
け
る
と
、
表
面

に
傷
が
な
く
骨
だ
け
が
折
れ
て
い
る

場
合
（
単
純
骨
折
）
と
、
外
傷
を
伴

っ
て
い
る
場
合
（
複
雑
骨
折
）
で

は
、
血
液
が
体
か
ら
失
わ
れ
ま
す
か

ら
、
ま
ず
止
血
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

骨
折
の
疑
い
の
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
部
分
を
で
き
る
限
り
動
か
さ
な

い
よ
う
に
し
て
病
院
へ
　
－
。
骨
折

の
応
急
手
当
て
は
、
病
院
へ
運
ぶ
前

に
、
骨
折
部
を
保
護
し
て
動
か
な
い

よ
う
固
定
す
る
こ
と
で
す
。

骨
折
部
の
固
定
は
、
骨
折
の
疑
わ

れ
る
蔀
分
だ
け
で
な
く
、
そ
の
部
分

を
中
心
に
し
た
両
端
の
関
節
を
含
む

範
囲
で
行
い
ま
す
。

1
0
月
2
5
日
（
月
）

1
0
時
～
n
時
0
0
分

役
場
車
庫
前

千
百
六
十
円

今
年
の
春
に
登
録
を
し
て

い
な
い
犬
は
登
録
料
二
千

無
縁
墳
墓
の
改
葬

▽
届
出
先

関
係
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
所
在
地
∴
福
岡
県
京
都
那
苅
田
町
大

字
居
合
3
1
6
6
、
大
字

与
原
1
7
8
4
、
1
7
8

7
、
1
7
9
1
、
大
字
新

津

1

2

0

7

、

1

2

0

8

1
2
ク
ー
2
－
、
1
2
’
－
6
、

京
都
郡
苅
田
町
啓
久
町
1

丁
目
1
9
－
1

苅
田
町
役
場
、
土
地
区
画

整
理
華
麗
所
街
（
4
3
4
）

昭
和
5
7
年
日
月
1
日

∧
固
定
ポ
イ
ン
ト
∨

固
定
は
、
包
帯
や
三
角
巾
、
板
や

ボ
ー
ル
紙
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。

・
ろ
っ
骨
…
呼
吸
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
息
が
で
き
ろ
よ
う
、
三

角
巾
な
ど
で
胸
の
周
り
を
細
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
鎖
骨
と
肩
…
肩
が
上
が
ら
な
く

な
り
ま
す
。
三
角
巾
で
腕
を
つ

り
、
痛
み
を
や
わ
ら
げ
ま
す
。

二
の
腕
、
ひ
じ
、
腕
な
ど
…
痛
み

が
あ
っ
て
動
か
せ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
変
形
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
板
や
ポ
ー
ル
板
を
当
て
、
三

角
巾
や
包
詣
で
細
っ
て
固
定
し
ま

す
。
も
し
、
変
形
し
て
い
た
ら
、

i
－
－
…
・
－
▲
｝
‘
′
＝
…
－
…
－
－
－
．
　
ヽ
く
ー
く
ー
r
 
l
－
…
－
…
’
．
i
し
く
く
ー
r

そ
の
ま
ま
の
形
で
固
定
し
ま
す
。

・
手
の
指
、
足
の
指
！
固
定
す
る
～

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
…

病
院
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

＊

　

　

＊

　

　

　

～

手
や
足
の
骨
節
で
は
、
命
に
か
か
画

わ
ろ
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…

落
盤
い
彊
彊
批
評
霊

な
ど
の
場
合
は
、
む
や
み
に
体
を
動
…

続
彊
羅
轟
需
詑
粥
一

ま
し
ょ
ー
つ
。

－
－
i
－
－
－
●
●
　
i
　
…
i
…
・
－
■
ヽ
〃
’
’
－
・
・
i
ど
ー
s
 
i
′
ヽ
〃
＿
－
：
－
－
’
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育
児
と
い
う
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
て
か
ら
の
こ
と
と
思
わ
れ
か

ら
。
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た
り
、
お
し

め
を
替
え
た
り
‥
・
。

で
も
赤
ち
ゃ
ん
が
自
分
で
何
も
で

き
な
い
の
は
、
お
な
か
に
い
る
と
き

も
同
じ
で
す
。
栄
養
の
摂
取
や
排
せ

つ
は
、
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
に
代
わ

っ
て
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
が
一
手
に

引
き
受
け
て
い
る
の
で
す
。

お
な
か
に
い
ろ
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、

お
培
さ
ん
の
健
康
状
態
が
そ
の
ま
ま

影
響
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
妊
娠

し
た
ら
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
気

を
付
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
食
郭
や

睡
眠
に
も
注
憲
し
ま
し
ょ
う
。

＜
母
子
を
結
ぶ
煽
浦
と
飴
鎗
∨

赤
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
の
お
な
か

に
い
る
時
期
、
羊
水
と
い
う
液
体
に

浮
か
ん
で
い
ま
す
。
浮
か
ん
で
い
ろ

と
い
っ
て
も
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
に
浮
遊

し
て
い
る
の
で
な
く
、
赤
ち
ゃ
ん
の

お
へ
そ
か
ら
延
び
る
臍
帯
と
い
う
管

と
胎
盤
で
、
お
母
さ
ん
の
体
と
縞
び

つ
い
て
い
ま
す
。

ま
つ
で
い
る

こ
の
管
と
胎
盤
を
通
じ
て
、
酸
素

や
栄
進
の
補
給
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
活
動

で
生
じ
た
炭
酸
ガ
ス
や
老
廃
物
が
、

こ
の
管
と
胎
盤
を
通
っ
て
お
母
さ
ん

の
体
に
述
ば
れ
ま
す
。
臍
常
と
胎
盤

は
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
を
結
ぶ
パ

イ
プ
な
の
で
す
。

＜
お
母
さ
ん
は
働
き
す
ぎ
∨

臍
静
を
通
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
の
体
か

ら
適
ば
れ
た
炭
酸
ガ
ス
は
、
お
母
さ

ん
の
と
一
緒
に
肺
か
ら
、
ま
た
、
老

廃
物
の
ほ
う
は
肝
臓
で
解
誌
さ
れ
た

り
ジ
ン
臓
か
ら
お
母
さ
ん
の
尿
と
一

緒
に
出
さ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん

に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
分
の
酸
素
と
栄

謎
が
必
要
な
だ
け
で
な
く
、
排
せ
つ

も
二
人
分
。
こ
れ
は
普
通
の
状
態
か

ら
考
え
れ
ば
完
全
に
オ
ー
バ
ー
ワ
ー

ク
で
す
。

栄
饗
も
休
輩
も
十
分
に
取
り
ま
し

よ
こ
ノ
o

ま
た
、
妊
娠
中
は
、
と
か
く
イ
ラ

イ
ラ
し
て
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
か
ら

で
す
。
お
母
さ
ん
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て

い
る
と
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
良

く
あ
り
ま
せ
ん
。
軽
い
作
業
や
買
い

物
は
、
か
え
っ
て
よ
い
遊
動
に
な
り

ま
す
。
適
度
な
運
動
と
入
浴
な
ど
で

気
分
転
換
を
図
り
、
神
経
を
休
め
て

く
だ
さ
い
。

お
産
は
婦
人
の
大
厄
　
㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

一
、
妊
娠
中
葺
合
と
は
ど
ん
な
病
気
で

すか。
再
話
と
は
、
一
般
に
誌
物
に
よ
り
人

体
の
解
誌
機
能
が
お
か
さ
れ
た
状
態
を

い
い
ま
す
。

妊
娠
中
誌
症
と
い
う
と
、
い
か
に
も

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
誌
紫
が
出
て
、

そ
れ
に
母
体
が
中
諺
す
る
よ
う
に
き
こ

え
ま
す
が
、
そ
ん
な
毒
素
は
今
日
発
見

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
妊
娠
に

よ
る
母
体
の
変
調
と
考
え
た
方
が
よ

く
、
妊
娠
失
調
症
と
い
っ
た
万
が
適
当

か
と
思
い
ま
す
。

一
一
、
妊
娠
中
毒
痕
に
は
ど
ん
な
病
気
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

用
妊
娠
悪
阻
－

俗
に
い
う
つ
わ
り
で
す
。
む
く
気
と

吐
気
の
激
し
い
の
か
特
徴
で
す
。

㈲
子
潤
－

妊
娠
末
期
に
急
に
恵
議
が
な
く
な
り

け
い
れ
ん
を
お
こ
す
病
気
で
す
。

㈲
胎
盤
早
期
剥
離
－

船
艦
は
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
後
に

別
離
、
排
泄
さ
れ
る
の
か
普
通
で
す
が

赤
ち
ゃ
ん
が
お
腹
に
い
る
時
に
釦
離
し

て
子
宮
内
に
大
出
血
す
る
病
気
で
す
。

子
細
と
船
艦
早
期
剥
離
は
、
と
て
も

重
症
な
病
気
で
、
今
で
も
母
子
共
に
生

命
を
奪
わ
れ
る
邸
が
多
い
。

三
、
妊
振
中
毒
症
の
原
因
は
何
で
し
ょ

う。一
例
を
言
え
ば
、
つ
ね
り
で
も
か
る

く
す
む
人
と
、
憩
い
人
が
あ
る
よ
う
に

妊
娠
中
軽
症
に
は
そ
れ
を
お
こ
し
や
す

い
体
質
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ

う
い
う
体
質
は
避
伝
す
る
よ
う
に
も
見

う
け
ら
れ
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
よ

く
解
っ
て
い
ま
せ
ん
。

四
、
妊
娠
中
毒
畠
の
症
状

は
じ
め
は
下
肢
の
む
く
み
、
蛋
白
尿

軽
度
の
血
圧
の
上
昇
（
百
四
十
～
百
五

十
）
を
認
め
ま
す
。
こ
の
時
湖
に
注
慈

し
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
進
ん
で
血
圧
も

（
百
八
十
～
二
百
）
む
く
み
も
蛋
白
尿

も
ひ
ど
く
な
り
、
日
が
ち
ら
つ
き
頭
痛

が
ひ
ど
く
、
悪
心
、
嘔
吐
を
訴
え
、
つ

い
に
は
け
い
れ
ん
、
大
出
血
を
み
る
に

い
た
り
ま
す
。

五
、
妊
姫
中
毒
症
の
予
防

先
に
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
中
発

症
を
お
こ
し
や
す
い
体
質
が
あ
り
ま
す

が
、
食
郎
生
活
を
規
測
正
し
く
す
る
な

ら
ば
中
誌
症
は
予
防
で
き
ま
す
。

用
減
塩
食
（
一
日
の
摂
取
武
十
g
以

下）㈲
偏
食
を
な
く
す
。

㈲
植
物
簸
た
ん
白
頭
（
豆
類
、
と
う

ふ
）
海
草
を
常
用
す
る
。

㈹
適
当
な
休
饗
を
と
り
、
疲
労
し
な

い
よ
う
に
す
る
。

に緒ごてま家はんユ
刀空／

．願お
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味
覚
の
秋
の
訪
れ
で
す
。
健
康
づ
く
り
は
、
ま
ず
食
生

活
か
ら
　
－
。
わ
が
家
の
食
卓
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
の
食
生
活
は
、
以
前
に

比
べ
る
と
豊
か
に
な
り
、
栄
謎
の
取
り

方
も
改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
厚
生

省
が
毎
年
発
表
す
る
「
国
民
栄
謹
調
査
」

を
見
て
も
、
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン

類
の
摂
取
量
が
徐
々
に
増
え
、
食
品
別

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
カ
ロ
リ
ー
・
k
O
a
一
）

摂
取
量
で
は
、
穀
類
、
な
か
で
も
米
へ

の
依
存
度
が
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。
全
体
的
に
見
る
と
、
わ
た
し
た
ち

は
以
前
よ
り
も
数
多
く
の
食
品
か
ら
、

体
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
の
栄
糞
を
取
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
、
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
世
話
別
、
個
人
別
で
見
た

場
合
、
栄
糞
の
取
り
方
に
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
の
あ
る
の
が
目
立
ち
ま
す
。
個
々
の

栄
謹
素
に
つ
い
て
取
り
過
ぎ
の
人
と
、

不
足
し
て
い
ろ
人
と
の
バ
ラ
つ
き
が
あ

る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
見

る
と
、
厚
生
省
が
定
め
る
「
日
本
人
の

栄
饗
所
要
亜
」
を
二
〇
％
以
上
も
取
り

過
ぎ
て
い
る
世
辞
が
全
体
の
約
四
分
の

一
あ
り
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
に
つ
い
て

も
、
約
二
割
が
取
り
過
ぎ
の
世
帯
、
逆

に
不
足
し
て
い
る
世
話
も
一
一
割
ぐ
ら
い

です。1
0
月
は
「
食
生
活
改
善
普
及
連
動
月

間
」
。
今
年
は
、
「
健
康
づ
く
り
、
ま

ず
食
卓
を
見
直
そ
う
」
を
標
語
に
、
次

の
三
つ
の
項
目
に
重
点
を
置
い
て
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

①
少
埜
ず
つ
で
も
六
つ
の
基
礎
食
品

を
組
み
合
わ
せ
て

⑪
塩
分
、
糖
分
の
多
い
食
品
は
控
え

め
に

⑧
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
加
工
食
品

に
頼
り
過
ぎ
な
い

み
ん
な
で
も
う
一
度
、
食
卓
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

バ
ラ
ン
ス
が
偏
っ
て
き
ま
す
。
季
節
の

食
品
を
盛
り
込
ん
だ
り
、
肉
を
食
べ
た

ら
次
の
食
事
で
は
魚
と
い
う
具
合
に
、

食
卓
に
変
化
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
と
き
の
目
安
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
か
、
「
六
つ
の
基
礎
食
品
」
で

す
。
六
つ
に
分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
食

品
を
少
な
く
と
も
一
つ
ず
つ
一
日
の
食

車
に
組
み
入
れ
ろ
、
つ
ま
り
三
度
の
食

韓
で
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
す
べ
て
を
口
に

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
六
つ
の
基
礎
食
品
を
基
に
、
お

か
ず
は
、
肉
、
魚
、
卵
な
ど
タ
ン
パ
ク

質
を
中
心
－
こ
し
て
、
野
菜
、
く
だ
も
の

を
付
け
合
わ
せ
ま
す
。
な
る
べ
く
数
多

く
の
食
品
を
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
る
こ

と
が
、
栄
饗
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
る
秘

げ
っ
で
す
。

が
あ
り
、
常
食
し
て
い
る
と
栄
饗
の
バ

ラ
ン
ス
が
触
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

頼
り
過
ぎ
は
禁
物
で
す
。

と
は
言
う
も
の
の
、
上
手
に
利
用
す

れ
ば
食
堂
に
輩
や
か
さ
を
演
出
で
き
ま

す。
例
え
ば
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
で

は
、
卵
や
野
薬
を
入
れ
た
り
、
塩
分
の

多
い
ス
ー
プ
は
全
部
飲
ま
な
い
よ
う
に

し
、
材
料
の
少
な
い
レ
ト
ル
ト
食
品
の

カ
レ
ー
や
ス
ー
プ
で
は
、
サ
ラ
ダ
を
付

け
加
え
る
　
－
　
な
ど
工
夫
し
て
み
ま
し

よ
，
つ
o

毎
日
同
じ
よ
う
な
献
立
で
は
栄
護
の

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
加
工
食
品
は

手
軽
さ
が
受
け
、
利
用
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
思
っ
た
よ
り
も

多
量
の
糖
分
が
含
ま
れ
て
い
た
り
、
保

存
蛙
を
高
め
る
な
ど
の
理
由
で
、
い
ろ

い
ろ
な
添
加
物
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

栄
嚢
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
、
健
康

な
毎
日
を
送
る
に
は
、
食
品
を
上
手
に

組
み
合
わ
せ
る
ほ
か
、
味
付
け
に
も
注

憩
が
必
要
で
す
。

特
に
塩
や
砂
糖
の
取
り
過
ぎ
は
高
血

圧
や
肥
潤
を
起
こ
す
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

＜穐∨食
塩
は
、
漬
け
物
や
干
物
な
ど
に
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
が
食
品
か
ら
よ
り

も
、
調
味
料
か
ら
取
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
「
国
民
栄
畿
調
査
」
で
も
、
食

塩
摂
取
の
約
六
〇
％
は
、
み
そ
や
し
ょ

う
ゆ
な
ど
の
調
味
料
か
ら
、
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。

－
－
I
◇
　
－
　
◇
1
◇
　
－

摂
取
並
の
目
安
二
日
ト
グ
ラ
ム
以

下
」
を
目
指
し
て
、
な
る
べ
く
う
す
味

に
慣
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
だ
し

を
濃
く
し
た
り
、
好
み
に
合
っ
た
酸
味

や
香
り
を
付
け
れ
ば
、
塩
分
が
越
え
目

で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

＜砂糖∨
砂
糖
は
調
味
料
と
し
て
、
ま
た
、
菓

子
類
の
材
料
と
し
て
も
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
が
、
取
り
過
ぎ
る
と
、
ほ
か
の

栄
糞
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
健
康
を
嘗

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

砂
糖
一
グ
ラ
ム
は
ま
る
ま
る
約
四
カ

ロ
リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
わ
り
ま

す
。
穀
類
と
同
じ
よ
う
に
一
つ
の
食
品

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
砂
糖
の
取
り

過
ぎ
に
は
十
分
注
惑
し
ま
し
ょ
う
。

ーつそ直見を卓食すまれ
ソづ康健
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10月後期の遠賀町主要行事

日 �im �行　事　内　容 �時　　間 �実施会場 �担当課名i目的及び主な対象等 �詳　細 

17 �日 �少年相撲大計 � �木守区相撲場 �社会輔課車在住の小・中学生 �6ページ 

18 �月 �乳　　児　　相　　談 � � �住民課匡後0－6舶 �8ページ 

18 ！ 11／20 ��インフルエンザ予防接種 �関内 �町内医院 �住民課画摺鷺o �8ページ 

20 �水 �町　　慰∴∴惑　　祭 �10：30－－ �公民館別館 �、・i �i 
勤労者 体育センター �社会観醐車雑婦人 � 

古木 ��寿　　　　大　　　　学 � �中央公民館 �社会教育課中学生 � 
22 （ 28 �全 く 木 �三種混合予防接謹申込み 受付 � �保健衛生係 窓　口 �住民課匡持参のこと �8ページ 

23 �土 �婦　　人　　学　　級 � �中央公民館 �　】 社会教育課門人学級生 � 

24 �目 �家庭婦人 � �勤労者 体育センター �社会教育課中開人 � 
一般男子 � �1勤労者 体育センター �社会教育課博繕男子 � 

十 ��狂犬病予　防　接謹 � �役場車庫前 �住一民課暦雫縛録と注射を �9ページ 

行政 　合同相談 心配ごと � �公民館別館 �【 計器；：鎌科で �7ページ 

26 �火 �巨　細　相　談 �9：30－ �役場保健室 �住民課南欝醸付 �9ページ 

27 �水 � � �勤労者 体育センター �社会教翻車在的人 �i 

29 �金 � �I �中央公民館 �住民課噛議雅一28日 �8ページ 

第26回共同募金運動やさしさを隣捕ま溌腫経綴臓き赤
1人ひとりのやさしさと、たすけあく

ii 　l 　遠 　賀 　lii 輔高雄　土用 順公圃rL醐町亀鳩∴＿＿＝＿iR3看冊、 
「
遠
賀
・
中
間
地
域

広
域
行
政
事
務
組
合
」

事
務
所
が

移
転
し
ま
し
た

1
0
月
4
日
か
ら
密
務
所
が
遠
賀
町
役

場
二
階
か
ら
松
ノ
本
公
園
績
に
に
移
転

し
ま
し
た
。

◎
新
邸
務
所
　
遠
賀
町
松
ノ
木
鵬
の
3

亀
話
番
号
は
従
来
通
り

西
（
2
9
3
）
3
5
8
0

衝
（
2
9
3
）
3
5
8
1

㊥
（
2
9
3
）
4
4
3
1

な
お
遠
賀
町
役
場
に
感
話
を
か
け
ら

れ
て
も
事
務
所
に
は
回
わ
せ
ま
せ
ん
の

で
、
砥
話
は
喧
接
車
務
所
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。


